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Research Abstract

スプレー抽出法は,水相と有機相を微粒子状態に噴霧して両相に膨大な比表面積を創出し,その微小液滴を相互に衝突させることにより,液滴界面を介して目的化学種
を瞬時に抽出する新奇な抽出法である。

(1)微小液滴が衝突凝縮して大きな液滴にになる過程においても抽出が繰り返され,抽出分離効率及び抽出速度が飛躍的に高まるように,噴霧ノズル経を変えて,噴霧
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器の最適化を検討した。

(2)溶液の噴霧量を0.1mL/分から数10mL分まで変化させ,水溶液と有機培養の噴霧液滴の混ざり状態と抽出効率の関係を調べた結果,噴霧量による大きな差は認め
られなかった。

(3)噴霧液滴と空気を分離し,凝集した水相と有機相を定量的に回収できるように分離膜の種類と装置の構造について検討した結果,ナイロンネット(250メッシュ)が
最適であり,回収率は水で97%,キシレンで95%であったが,色々な溶媒について100%に近い回収率が得られるように検討中である。

(4)Cu(I)の水溶液(2ppm;pH6)に0.1%バソクプロインーエタノール溶液の3mLを加えた水相10mLと,n-オクタール10mLを噴霧し,FAASで両相中のCu量を測定し
た結果,Cu(I)の抽出率は100%であった。その他の抽出系についても実験を繰り返し抽出率を求めた。

(5)噴霧時の両相の状態を詳細に観察するために,テレビカメラなどにより映像観察を試みたが,液滴の形状や液滴の衝突の瞬間を捉えることはできなかった。

(6)連続抽出装置を組み立て,多量の試料溶液を連続的に噴霧し抽出できることを確かめた。

(7)スプレー抽出法は前例のない画期的な研究であり,方法を構築するために基礎検討を継続中である。
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